
８
月
３
日
か
ら
降
り
続
い
た
大
雨
に
よ
っ
て
、
喜
多
方
市
や
西
会
津
町
、
北
塩
原

村
や
猪
苗
代
町
が
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
日
橋
川
流
域
の
内
水
氾
濫
に
よ
る
床
上
床
下
浸
水
、
ほ
場
へ
の
土
砂
流
入
や

道
路
の
崩
落
の
ほ
か
、
濁
川
に
掛
か
る
JR
磐
越
西

線
の
鉄
橋
の
被
害
は
甚
大
で
し
た
。

４
日
の
早
朝
か
ら
私
と
江
花
県
議
（
喜
多
方
市
・

耶
麻
郡
選
出
）
は
現
場
の
被
害
状
況
を
見
て
回
り
、

臨
時
国
会
で
身
動
き
の
取
れ
な
い
本
県
選
出
の
国

会
議
員
に
画
像
や
情
報
を
送
り
続
け
ま
し
た
。

６
日
に
は
、
私
を
含
む
自
民
党
県
議
４
名
と
菅

家
一
郎
衆
院
議
員
、
星
北
斗
参
院
議
員
が
各
市
町

村
長
と
と
も
に
現
地
を
調
査
、
翌
週
に
は
県
や
国

に
復
旧
支
援
の
緊
急
要
望
を
実
施
し
ま
し
た
。

福島県議会議員

佐藤よしのり

ゆ う し きょう せ い報告活 動
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先
日
、
福
西
本
店
で
開
催
中
の
「
順
逆
の
歴
史
展
」
に
足
を
運

び
ま
し
た
。
私
の
後
援
会
の
会
長
で
も
あ
る
米
山
髙
仁
（
若
松
商

家
め
ぐ
り
の
会
）
会
長
が
所
蔵
す
る
錦
絵
や
掛
け
軸
な
ど
、
歴
史

的
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
作
品
三
十
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
私
が
気
に
な
っ
た
作
品
の
一
つ
、
石
川
桂
堂
画
「
忠

臣
義
士
図
」
は
、
白
虎
隊
自
刃
の
図
の
周
囲
に
「
東
山
温
泉
」
や

「
石
部
桜
」
、
「
塔
の
へ
つ
り
」

な
ど
が
配
さ
れ
る
な
ど
、
ま
る

で
観
光
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

一
見
の
価
値
「
あ
り
」
で
す
。

当
日
は
、
本
県
選
出
国

会
議
員
の
議
員
会
館
事
務

所
を
訪
れ
、
そ
の
後
福
島

１
区
選
出
の
亀
岡
偉
民
衆

議
院
議
員
と
と
も
に
経
済

産
業
省
、
観
光
庁
、
文
部

科
学
省
に
向
か
い
ま
し
た
。

経
済
産
業
省
で
は
、
多

田
明
弘
事
務
次
官
に
対
し

て
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
作

業
推
進
と
ビ
ジ
ネ
ス
機
会

の
創
出
に
向
け
た
関
連
産

業
の
育
成
と
集
積
、
今
後

避
難
者
の
帰
還
を
促
進
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
生

活
環
境
の
整
備
や
交
流
人

口
・
消
費
の
拡
大
な
ど
、

さ
ら
に
は
福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想

に
起
因
す
る
新
産
業
創
出

の
波
及
効
果
を
県
内
全
域

に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
の

支
援
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

和
田
浩
一
観
光
庁
長
官

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃

を
受
け
た
観
光
業
へ
の
支

援
は
も
と
よ
り
、
風
評
払

拭
に
よ
る
観
光
誘
客
促
進

や
全
線
再
開
通
と
な
る

JR
只
見
線
の
利
活
用
促

進
に
関
す
る
支
援
に
つ
い

て
要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
末

松
信
介
文
部
科
学
大
臣
、

池
田
佳
隆
副
大
臣
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
避
難
指
示

解
除
等
に
伴
う
学
校
再
開

等
へ
の
中
長
期
的
な
支
援

と
し
て
、
避
難
地
域
12

市
町
村
に
対
す
る
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
継
続
支
援

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
福
島
の
復
興

と
経
済
再
生
、
教
育
振
興

に
必
要
不
可
欠
な
予
算
で

す
の
で
、
そ
の
獲
得
に
向

け
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

復
興
加
速
化
と
経
済
再
生
へ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
っ
て
書
面

要
望
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
政
府
予

算
要
望
活
動
は
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
、
商
労
文
教
委
員
会
の
委
員
長
の
私

と
副
委
員
長
の
二
名
が
委
員
会
を
代
表

し
て
永
田
町
と
霞
が
関
を
訪
れ
ま
し
た
。

政府予算要望

幕
末
か
ら
西
南
戦
争
へ

―

「
順
逆
の
歴
史
展
」

―

福島県 佐藤よしのり

福
島
県
議
会
商
労
文
教
委
員
会
は
７
月
29
日
、
経

済
産
業
省
、
観
光
庁
、
文
部
科
学
省
に
対
し
て
二
〇

二
三
年
度
当
初
予
算
編
成
に
か
か
わ
る
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

東
北
・
北
陸
豪
雨
の
被
害
調
査
と
緊
急
要
望
を
実
施

入
館
料
は
三
百
円

（
葵
高
生
と
保
護
者
は
無
料
）

開
催
期
間
は
９
月
４
日
ま
で

左から私（佐藤）、和田長官、亀岡衆院議員、渡辺副委員長
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毎
年
こ
の
時
期
に
は
、

私
の
も
と
へ
議
員
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
申
し
込
み
が

あ
り
ま
す
。
有
権
者
と
な
っ

た
学
生
の
皆
さ
ん
に
少
し

で
も
政
治
に
関
心
を
寄
せ

て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、

毎
回
数
名
の
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
受
け
入
れ
て

き
た
学
生
の
出
身
地
は
様
々
。

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北

各
県
の
ほ
か
茨
城
や
栃
木
、

神
奈
川
県
な
ど
、
男
女
問

わ
ず
大
学
一
・
二
年
生
が

私
の
も
と
に
来
ま
し
た
。

今
回
は
福
島
市
出
身
一
名
、

そ
し
て
私
の
も
と
で
は
初

と
な
る
会
津
若
松
市
出
身

の
学
生
が
二
名
参
加
し
て

い
ま
す
。

さ
て
毎
回
行
う
の
は
会

津
で
の
合
宿
で
す
。
事
前

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
体
調

管
理
に
努
め
て
実
施
し
た

８
月
７
日
か
ら
の
奥
会
津

研
修
で
は
、
実
際
に
只
見

線
に
乗
り
、
車
窓
か
ら
の

風
景
を
楽
し
む
一
方
で
、

各
駅
の
乗
降
者
数
調
査
、

車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
内
容

や
駅
舎
の
老
朽
具
合
な
ど

を
調
査
し
ま
し
た
。

途
中
、
東
北
電
力
奥
会

津
水
力
館
「
み
お
里
」
で

只
見
川
電
源
開
発
の
歴
史

に
触
れ
一
路
只
見
町
へ
。

湯
ら
里
で
開
催
さ
れ
た

「
こ
れ
か
ら
の
只
見
線
と

観
光
振
興
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
に
出
席
し
て
、

観
光
振
興
策
に
関
す
る
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
日
、
学
生
ら
は
金

山
町
の
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

か
く
じ
ょ
う
」
に
宿
泊
。

こ
こ
は
囲
炉
裏
の
あ
る
築

二
百
年
以
上
の
古
民
家
を

再
利
用
し
た
施
設
で
、
付

近
に
は
大
塩
天
然
炭
酸
水

や
大
塩
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
私
と
男
性
ド
ラ

イ
バ
ー
は
車
で
10
分
ほ

ど
離
れ
た
「
農
家
民
泊
な

な
い
ろ
」
へ
宿
泊
し
ま
し

た
。
山
あ
い
の
の
ど
か
な

場
所
に
佇
む
一
軒
家
で
、

若
い
オ
ー
ナ
ー
の
安
藤
夫

妻
は
、
お
二
人
と
も
他
所

か
ら
金
山
町
に
移
住
し
て

出
合
い
、
結
婚
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
ご
夫
妻
で
奥
会

津
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
ま

れ
て
い
る
ご
様
子
で
し
た
。

二
日
目
は
車
窓
か
ら
見

た
景
色
を
船
上
か
ら
眺
め

る
「
霧
幻
峡
の
渡
し
」
を

体
験
。
陽
光
が
降
り
注
ぐ

川
面
に
僅
か
に
立
ち
上
る

川
霧
は
、
ま
さ
に
霧
幻
峡

の
名
に
相
応
し
い
幻
想
的

な
光
景
を
映
し
出
し
、
雪

解
け
水
の
流
れ
に
涼
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
雄
大
な
自

然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

午
後
は
会
津
若
松
に
戻

り
七
日
町
を
散
策
し
た
後
、

ま
ち
な
み
再
生
事
業
に
つ

い
て
講
義
。
次
に
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
Ａ
ｉ
Ｃ
Ｔ
内
を

見
学
し
た
あ
と
、
こ
こ
に

入
居
す
る
企
業
の
一
つ
で

私
が
以
前
勤
め
て
い
た
㈱

エ
フ
コ
ム
に
立
ち
寄
り
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
の
実
証
事
業
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
を
通
じ
て
、

学
生
の
彼
ら
が
思
っ
た
こ

と
感
じ
た
こ
と
が
様
々
な

ア
イ
デ
ィ
ア
の
起
点
と
な

れ
ば
、
女
性
や
若
者
が
参

画
す
る
地
域
活
性
化
や
只

見
線
全
線
再
開
通
後
の
施

策
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ

う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
津
ま
つ
り
は
今
年
で

70
回
の
節
目
を
迎
え
る
。

第
１
回
は
１
９
５
３
年
10

月
３
日
～
５
日
に
行
わ
れ
、

御
神
火
リ
レ
ー
や
大
名
行

列
、
花
火
大
会
や
盆
踊
り
、

山
車
祭
な
ど
多
彩
な
催
し

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
よ
り
、
会
津
藩

公
行
列
の
市
中
行
進
を
中

止
す
る
な
ど
大
幅
に
規
模

を
縮
小
し
ま
し
た
が
、
今

年
は
従
来
の
形
に
戻
し
て

の
開
催
。
大
き
な
盛
り
上

が
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

９
月
の
主
な
予
定

【
１
・
２
日
】
議
員
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修

【
９
日
】
自
民
党
議
員
会

各
種
団
体
要
望
聴
取
会

【
11
日
】
ふ
く
し
ま
植
樹

祭
、
会
高
同
窓
会
総
会

【
12
日
】
自
民
党
議
員
会

各
種
団
体
要
望
聴
取
会

【
13
日
】
会
津
方
部
商
工
観

光
団
体
協
議
会
懇
談
会

【
20
日
】
県
議
会
９
月
定

例
会
開
会
（
本
会
議
）

【
22
日
】
代
表
質
問

【
26
日
】
代
表
質
問

【
28
・
29
日
】
一
般
質
問

【
30
日
】
常
任
委
員
会

新
選
組
は
小
説
、
ア
ニ
メ
、
ド
ラ
マ
、
映
画

な
ど
で
広
く
親
し
ま
れ
て
き
た
一
方
で
、
近
年

歴
史
学
の
分
野
で
は
調
査
・
研
究
が
進
み
、
従

来
の
新
選
組
像
と
は
異
な
っ
た
姿
も
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
こ
れ
ら
最
新
の
知
見
を
加
味
し
な

が
ら
、
会
津
、
京
都
と
い
う
新
選
組
と
深
く
結

び
つ
い
た
ゆ
か
り
の
地
を
舞
台
に
新
選
組
の
実

像
に
迫
り
ま
す
。(

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
抜
粋)

福
島
大
学
の
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生

３
名
が
只
見
線
や
奥
会
津
の
魅
力
を
体
験

【
会
期
】
７
／
23
～
９
／
19

【
観
覧
時
間
】
９
時
30
分
～
17
時

【
観
覧
料
】
一
般
千
三
百
円
、
高
校
生

八
百
円
、
中
学
生
以
下
無
料

福
島
県
立
博
物
館
令
和
４
年
度
夏
の
企
画
展

新
選
組
展
２
０
２
２


